
損 益 外 利 息 費 用 累 計 額 ` 4¶403¶665 ` 4¶403¶665 当期増加額は特定の償却資産の減
価償却

民 間 出 え ん 金 1¶041¶094¶212 ` ` 1¶041¶094¶212

差 引 計 9¶870¶654¶113 1¶761¶461¶153 47¶995¶553 11¶584¶119¶713

注記 （ ）は、国立大学財務・経営センターからの受入相当額を内数として計上しております。
損益外減価償却累計額の期末残高欄には、平成20年度末に用途変更により特定資産になった減価償却累計額3¶328¶620円及び平成22年度に用途変更により特定資産になった減価償却累計額

19¶149¶264円が含まれておりません。
F̂ 積立金等の明細及び目的積立金の取崩しの明細
F̂`１ 積立金の明細

（単位：円）

区 分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘 要

教育、研究、
診療等積立
金

620¶071¶000 0 620¶071¶000 0 積立金への振替額
620¶071¶000

準用通則法
第44条第１
項積立金

2¶016¶325¶978 3¶001¶149¶943 5¶017¶475¶921 0 当期積立額
2¶381¶078¶943

目的積立金からの
振替額

620¶071¶000

国庫納付金
979¶528¶902

前中期目標期間繰
越積立金

4¶037¶947¶019

前中期目標
期間繰越積
立金

0 4¶037¶947¶019 611¶461¶000 3¶426¶486¶019 積立金からの振替
額 4¶037¶947¶019

当期執行額
611¶461¶000

計 2¶636¶396¶978 7¶039¶096¶962 6¶249¶007¶921 3¶426¶486¶019

注記 １．前中期目標期間最終年度の積立金の期末残高は2¶016¶325¶978円であり、これに前中期目
標期間の最終年度の未処分利益2¶381¶078¶943円及び目的積立金の使用残額620¶071¶000円を
加えると、積立金は5¶017¶475¶921円となります。
２．この積立金5¶017¶475¶921円のうち、今中期目標期間の業務の財源及び固定資産の見合い
等として繰越の承認を受けた額は4¶037¶947¶019円であり、差し引き979¶528¶902円について
は国庫に納付しております。

F̂`２ 目的積立金の取崩しの明細
（単位：円）

区 分 金 額 摘 要

目的積立金取崩額 前中期目標期
間繰越積立金

2¶371¶647 教育研究診療環境の充実（外来診療棟リニ
アック治療室改修工事）に係る経費等

79¶792¶530 教育研究診療環境の充実（生命科学総合実
験研究棟改修工事）に係る経費等

計 82¶164¶177

その他 教育、研究、
診療等積立金
相当額

620¶071¶000 前中期目標期間終了時の積立金への振替額

前中期目標期
間繰越積立金

57¶628¶353 教育研究診療環境の充実（外来診療棟リニ
アック治療室改修工事）に係る固定資産の
取得

471¶668¶470 教育研究診療環境の充実（生命科学総合実
験研究棟改修工事）に係る固定資産の取得

計 1¶149¶367¶823

Ĝ 業務費及び一般管理費の明細

（単位：円）

教育経費

消耗品費 357¶005¶222

備品費 106¶492¶182

印刷製本費 74¶843¶998

水道光熱費 106¶077¶196

旅費交通費 118¶574¶135

賃借料 23¶399¶424

保守費 48¶718¶455

修繕費 85¶874¶677

報酬・委託・手数料 196¶994¶657

奨学費 389¶775¶888

減価償却費 354¶950¶457

雑費 35¶277¶426

その他 62¶186¶720 1¶960¶170¶437

研究経費

消耗品費 507¶844¶112

備品費 213¶041¶478

印刷製本費 56¶755¶271

水道光熱費 226¶483¶028

旅費交通費 269¶737¶780

保守費 60¶161¶747

修繕費 204¶261¶412
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